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島国である日本列島は、古くから海外との交流が活
発でした。交流がもたらしたものは、文字、技術、政
治制度や宗教など多岐におよび、古代国家の成立や
人々の暮らしに大きな影響を与えてきました。越前や
若狭もその例外ではありません。

今回の特別展では、奈良・平安時代における異国と
の交流に焦点を当て、越前・若狭地域にどのような影
響を与えたのか、越前・若狭の人々がどう対峙したの
か紹介します。

⒈ 東アジアの変動と越前・若狭
本展の内容は7世紀後半、朝鮮半島の白

はくそんこう
村江におい

て、倭国・百
く だ ら

済の軍が、唐・新
し ら ぎ

羅の連合軍と戦い、大
敗したところから始まります。

この敗戦をきっかけとして倭国
は、中国の律令制度を本格的に導入
して、新しい国家体制を築いていき
ます。それに先立って、朝鮮半島か
ら敗走した倭国の人々は、唐や新羅
から侵攻されることを恐れ、急いで
防衛態勢を整えます。亡命した百済
人の指導により築造された水

みず
城
き

、九
州や瀬戸内海沿岸を中心に配置され
た朝鮮式山城がそれにあたります。
朝鮮式山城の一つ、大野城跡（福岡県
太宰府市・大野城市・宇美町）では、
百済系軒丸瓦が見つかっています。

九州には外国使節を迎える体制も
整えられました。その中心となった
のが大宰府です。大宰府は西海道

（九州）の行政を管轄し、外国使節を

接待する役割を担いました。近年の大宰府条坊の調査
では、新羅製の金属器や中国製の磁器がまとまって見
つかり、8世紀から9世紀初頭にかけて国家使節を接
待する「客館」という施設が置かれたことが分かって
きました。

さらに、博多湾沿岸にも鴻
こう

臚
ろ

館
かん

という役所が設置さ
れました。これは、外国使節や、日本が海外に派遣し
た使節が出国・入国する時に滞在する場所となりまし
た。7世紀後半から8世紀は、国家使節の往来がさか
んな時代であったのです。

一方、律令制度を取り入れた国家づくりを進める中
で、若狭国、越前国が史料上に現れるのは7世紀後半
のことです。この頃、都から各国へ国司が派遣され統
治を担いました。統治の根幹をなしたのが、中国や朝
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写真①：越前国正税帳　複製（当館蔵、原品：正倉院宝物）
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鮮半島から取り入れられた文字や文書による行政でし
た。海外の知識や技術は、都を経由して各国へ間接的
に伝えられたのです。奈良の正倉院には、奈良時代の
越前国で作成された公文書が所蔵されています。その
うち「越前国正税帳」（写真①）は天平2年度（730）にお
ける越前国の決算報告書です。当時越前国であった

「加賀郡」の項には、「渤海郡使人を送る使い」たちに
食料を支給したことが記されています。「渤海郡」と
は、7世紀末から9世紀前半にかけて、現在の北朝鮮
や中国東北部からロシア沿海州に存在していた国家で
す。この記載は、渤海から来日した使節団を本国に送
り届けた日本の使節が、天平2年に加賀郡に滞在して
いたことを示しています。

では、渤海使を送り届けた使いたちは加賀郡のどの
あたりに滞在したのでしょう。加賀郡は現在の石川県
金沢市周辺に推定されています。金沢市臨海部に立地
する奈良時代から平安時代にかけての遺跡では「津
司」（港を管理する役所か）や「宿家」（滞在するための
宿舎か）と記された土器が見つかっており、「渤海郡使
人を送る使い」が到着した港の遺跡である可能性が指
摘されています。

このほか、渤海への使節が利用した港として、『続
日本紀』には三国湊が登場します。越前国には、異国

との出会いの場が形成されていたのです。

⒉ 海商の往来と越前・若狭
平安時代に入ると、日本と唐・新羅の間で国家使節

の往来が少なくなってきます。対して唐や新羅からの
商人が九州に現れはじめます。商人たちは鴻臚館に滞
在し、貿易を行いました。

鴻臚館跡（福岡県福岡市）の発掘調査では輸入された
陶磁器類が大量に見つかっており、新羅製の土器や、
中国各地の窯で生産された磁器、遠くイスラム圏から
もたらされた陶器まで多岐に及びます。

一方、日本海側には渤海使の来航が続きます。渤海
使はもっぱら貿易目的で来日しており、北方産の動物
の毛皮や、暦などをもたらしました。渤海使の来航に
対応するように、能登国には能登客院、越前国には松
原客館が置かれました。

10世紀に入ると、東アジアの情勢が変化します。唐
が滅亡し中国大陸では五代十国といわれる戦乱の時代
に入ります。新羅や渤海も滅亡します。やがて宋（北
宋）が成立し、中国大陸をほぼ統一すると、日本海沿
岸にも宋人の来航がみられるようになります。その端
緒となったのが朱仁聡という人物です。彼は長徳元年

（995）に若狭に来航し、ほどなく敦賀に移されます。

写真②：松崎天神縁起絵巻（防府天満宮蔵、重要文化財）
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そのときに越前守として赴任したのが藤原為時（紫
式部の父）です。宋人の来航は、当時の貴族も注目し
ていたようで、藤原行成の『権

ごん
記
き

』には、朱仁聡の動
向が詳しく記されています。漢詩集『本朝麗藻』や中
国の歴史書『宋史』にも記録が残っており、貿易や漢
詩のやりとりが行われたようです。

敦賀に滞在していた朱仁聡を訪ねた人物のなかに、
源信という人物がいました。彼は京都・延暦寺の僧侶
であり、『往生要集』をあらわしたことでも有名です。
鎌倉時代末期に成立した仏教史書『元亨釈書』には、
源信が朱仁聡と敦賀で対面したときの様子が描かれて
います。宋人と有力寺院との交流を示す興味深いエピ
ソードです。宋の商人にとって、主な貿易相手は都の
貴族や有力寺社でした。

朱仁聡の来航以降、11世紀後半から12世紀前半にか
けて、宋商人が日本海沿岸、特に若狭や越前に来航す
る例がみられるようになります。彼らからすると、京
都に近い若狭や敦賀に来航した方が貿易を進めるうえ
で有利であったのでしょう。

さて、貿易で得られた品々は、どのように享受され
ていたのでしょうか。ここで鎌倉時代末期に制作され
た『松

まつ
崎
ざき

天
てん

神
じん

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

』を見てみましょう。本品は菅
原道真の生涯とその霊験について描かれた絵巻物で
す。ここには、承保2年（1075）のこととして、「大国
の受

ずりょう
領」播磨守有忠のくらしの様子が描かれていま

す。豪華な調度品や献上品に囲まれながら、有忠は太
刀を愛でて、その妻は筆をとって書き物をしていま
す。部屋の中央に青磁の瓶が置かれているのは、異国
の陶磁器が有忠の財力を示すもの、いわば富の象徴で
あったと考えられていたからです。

越前国は播磨国と同じ「大国」と位置付けられる国
であることを考えると、貿易の場となった越前の国司
や在地の有力者も異国からの品々に囲まれた生活をし
ていたことが推測されます。

⒊ 宋人来航の終わりと越前・若狭
12世紀前半には、東アジアでは女真族の建国した金

が台頭し、北宋を滅ぼすなどの変動が起きています。
時を同じくして宋人の日本海沿岸への来航も史料上か
ら姿を消します。しかし、発掘調査の成果を参考にす
ると、史料とは違う様子もみられます。

古代・中世の集落遺跡である家久遺跡（越前市）で

は、平安時代末期から鎌倉時代初期にかけて営まれた
お墓が見つかりました。礫を敷き、積み上げた礫

れき
槨
かく

墓
ぼ

といわれる墓から副葬品が出土しました。烏帽子や太
刀、墨・筆といった文房具など多岐にわたりますが、
その中に白磁四耳壺（写真③）や中国製の石硯がみられ
ます。

続いて深山寺経塚（敦賀市）では、青白磁の合子や碗
とともに中国製の鏡（湖州鏡）が見つかっています。当
経塚は気比神宮に近く、気比社の関係者が経塚造営に
携わったと考えられています。

また、敦賀から山を越えた近江国北部、塩津港遺跡
（滋賀県長浜市）では平安時代末期の神社や港が見つ
かっています。海上での安全を祈る木札や、陶磁器な
どが見つかっており、異国の品々が日本海経由でもた
らされた可能性があります。

宋人の来航が途絶えたはずの日本海沿岸には、その
後も異国の品々がもたらされていたようです。

7世紀後半から12世紀までの長きにわたり、東アジ
ア情勢の変化、人とモノの往来の中で、越前・若狭は
異国との出会いの場となりました。本展では、異国と
の交流を示す品々をご覧になりながら、奈良・平安時
代の越前・若狭に思いをはせていただければ幸いです。

写真③：白磁四耳壺（越前市教育委員会蔵、越前市指定文化財）
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特集「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿⑥～

令和6年（2024年）11月23日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和7年（2025年）3月15日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

　令和3年度より、福井新聞に福井県の文化施設の職員が寄稿しています。福井県立歴史博物館の学芸員は、新聞に月
に1回掲載される「歴史の扉」欄で、日々の調査の中での発見や展覧会の見どころなどを執筆しています。福井新聞社 
より「歴史の扉」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「歴史の扉」を紹介させていただきます。
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令和7年（2025年）4月5日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和7年（2025年）6月14日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます
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特集 スタッフ紹介②
　福井県立歴史博物館には、様々な専門の学芸員がおり、日々、資料整理や調査研究、展覧会、講座などの仕事をして 
います。『ふくいミュージアム』No.71・72の全2回に分けて、当館の学芸員８人をご紹介します。本号では４人をご紹介
します。

文化財調査員

酒
さ か

井
い

　健
け ん

治
じ

歴史学
専門：日本古代史

学芸員

大
お お

河
こ う ち

内　勇
ゆ う  す け

介
歴史学
専門：日本中世史

【自己紹介】
平成27年の採用以来、若狭歴史博物館、一乗谷朝

倉氏遺跡博物館、そして歴史博物館と、３つの県立
館を渡り歩いてきました。専門は奈良・平安時代の
対外交流史で、考古学の成果も援用しつつ調査・研
究をしています。

古代といえば史料が少なく、謎やロマンといった
言葉で語られがちです。しかし、当時の記録をよく
読んでみると人々のリアルな息づかいが垣間見える
ことがあります。そんな古代史の魅力を皆様にお伝
えできればと思います。

【これまでの活動】
▪県立若狭歴史博物館　特別展「海と山の美しもの

～食がつなぐ若狭と都～」（令和元年10月5日～11
月4日） 

▪県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館の展示整備（令和2
～4年）
基本展示「戦国城下町　一乗谷のくらし」の展示

に関わりました。

【自己紹介】
福井へ来て10年、当館に異動して6年が経ちまし

た。当館では、戦国時代や幕末という二大激動期の
政治史に関する展示を5回ほど担当してきましたが、
実は、専門は鎌倉時代～戦国時代の村落文書の研究
です。今後は、その知見や魅力をお伝えしつつ、最
新の文化財保存の方法も勉強できればと考えてい 
ます。

【これまでの活動】
▪特別展「幕末維新の激動と福井―近代日本の夜明

け前、福井が描いた国の姿―」（平成30年）
▪特別展「天下人の時代―信長・秀吉・家康と越前

―」（令和2年）
▪企画展「戦国越前の謎を解く―真柄十郎左衛門の

正体などー」（令和3～4年）
▪特別展「「鬼柴田」勝家の実像―武勇と統治に長

けた忠義の臣―」（令和５年）
▪特別展「「天下人の子」結城秀康と一族・家臣」（令

和6年）

韓国・慶州の皇龍寺址にて物思いにふける

6 No.72



学芸員

伊
い

藤
と う

　大
だ い

生
き

歴史地理学
専門：景観史

学芸員

髙
こ う  ぐ ち

口　　柚
ゆ う

美術工芸
専門：仏教美術（主に仏像）

【自己紹介】
今目の前に広がる景色がどのようにできたのか、

今と昔の地図や写真、文書などを用いて研究してい
ます。見慣れた当たり前の景色も、それは自然環境
と地域の人々の暮らしの積み重ねによってできてい
ます。景色を入口に、皆様の住む地域や、そこに生
きた人々の歴史の奥深さや魅力をお伝えすることで、
皆様の人生がより豊かになる手助けができれば幸い
です。

【これまでの活動】
▪特別展「景色の歴史をたどる―絵図・地図からみ

る越前若狭のまちとむら―」（令和3年）
▪写真展「ふくいのまち並み今昔」（令和3年）
▪写真展「商店街の風景」（令和4年）
▪特別展「描かれた川と人々―越前・若狭の利水の

歴史―」（令和5年）
▪企画展「江戸時代の米作り―越前国を中心にー」
（令和7年）

【自己紹介】
地域のお寺・神社に出かけて、祀られている仏

像を拝見し、調査で得られことをもとに研究を進
めています。調査では、形や構造を記録して写真
撮影をします。像の特徴から、背景にある信仰に
迫り、その魅力をお伝えできるよう努めています。

調査させていただける機会があれば、お気軽に
お声掛けください。

【これまでの活動】
▪特別展　令和6年（2024）9月21日～11月4日
　「越前の禅文化～大本山永平寺の文化財を中心に～」

第三章　ほとけの姿

▪講座　令和6年（2024）10月6日
　ふくい歴博講座「永平寺の仏像～山門上の江戸

時代彫刻～」（福井県立歴史博物館　1階講堂）

現在の九頭竜川下流と堤防の景色
【今調べていること】

　現在、九頭竜川下流には堤防
がありますが、かつてはなく、
水が毎年あふれていました。
　また、川沿いの地域の人々の
中には、堤防に反対する人もい
ました。
　かつて人々はどのように暮
らし、その後どのように現在の
景色ができたのでしょうか。
◀（2万分1仮製図（明治32年（1899）
頃、当館蔵、白い部分は畑、点線は
小道を示しています。）堤防ができる前の景色

調査の様子

展示室の様子
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福井県立歴史博物館
〒 910-0016 福井市大宮 2-19-15　TEL.0776-22-4675 ㈹
https://www.pref.fukui.lg.jp/muse/Cul-Hist/

ミュージアム・サポーターズクラブ主催
　　　「体験！昭和のあそび～春編～」

［日　　時］令和7年5月5日（月・祝） 
　手形で鯉のぼり作りや、こま回し、わら編みの体
験を行いました。

「「地味」な北庄城主　
　　　丹羽長重の古文書２通を読む」

［日　　時］令和７年6月21日㈯ 
　　　　　 14：00～15：30

［講　　師］大河内勇介（当館学芸員）

「越前・若狭やきものの旅ガイドツアー」
［日　　時］令和7年8月3日㈰ 
　　　　　 14：00～15：30

［講　　師］一瀨　　諒（当館学芸員）

■写真展「写真でめぐるみなとまち」
［場　　所］１F エントランスギャラリー
［日　　時］令和7年9月4日㈭～

令和8年2月11日（水・祝）　　　　
　　　　　※休館日をご確認ください。

■記念講演会
［日　　時］令和7年11月2日㈰ 
　　　　　 14：00～15：30

［定　　員］160名　1階講堂にて
［タイトル］東アジア交流史からみた藤原為時・

紫式部の越前国来訪
―なぜ、為時は紫式部と越前国に来たのか？―

［講 演 者］新潟大学大学院講師　篠崎敦史氏

■外部講師による関連講座
［日　　時］令和7年11月8日㈯ 
　　　　　 14：00～15：30

［定　　員］160名　1階講堂にて
［タイトル］平安時代の『アマビエ』？＝人面墨書土器

－古代にもあったパンデミック－
［講 演 者］元福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

所長　赤澤徳明氏

担当学芸員による「ふくい歴博講座」
令和7年11月16日㈰　14：00～15：30
定　　員：160名　1F 講堂にて
タイトル：古代越前・若狭の港と異国の人々
※記念講演会、講座は、1か月前より
　電話（0776-22-4675）で事前申し込み

古文書解読講座　
の様子▶

◀歴博講座の様子

◀昭和のあそびの様子

古文書解読講座

令和7年10月〜の催し物案内

歴博講座

「昭和のあそび」

開催期間：令和7年10月18日㈯～11月24日（月・振替休日）
	 　※会期中休館日　１１月５日㈬
観 覧 料：一般400円　大学・高校生300円	
	 　小中学生・70歳以上の方200円

秋季特別展

「越前・若狭 異国との出会い
～奈良・平安時代を中心に～」


